
平 成2 4 年度文部科学省委託事業復興教育支援事業

参加者募集

日 に ち : 平成 2 4 年 8 月 2 0 日 ( 月) ～ 2 1 日 (火)

場 所 : 塩竃市浦戸諸島桂島 ･

野 々島

参 加 費 : 一 人 7
,
0 0 0 円

※体験費用 ､
4 回の食事代 ､ 宿泊費 ､ 船代 ､ 保険料込み

対 象 : 小学 5 年生 ～ 中学1 年生

定 員 : 2 0 名

※応募者多数の 場合 ､ 抽選となります｡

申込締切 : 7 月 2 7 日 ( 金)

申込方法 : 裏面の申込内容を 払X また は E ･

m atl に て 送付

警慧諾宗琴t8 別 ､ ナ
_
虚

在がら

た産

膠 ‡書
じで､

《体験プロ グラム 内容〉

● 1 日目

塩竃 マ リ ン ゲ ー ト → 乗船体験

( か もめ の餌 や り) → 種島到

着 → 島 あるき → 避難 体験 → ふ

りか え り → 昼食 → 島の 人の お

話 野々 島 へ 移 動 → 夕食 ( サバ

飯 づ くり) → 宿泊 ( 野々 島ブ

ル ー セ ンタ ー )

● 2 日目

朝 食 ( サ バ飯 づく り) → 大学

生 に よる防災 プロ グラ ム → 昼

食 → ふりか えり → 塩竃 マ リ ン

ゲ ー ト

主催 : 特定非営利 活動法人まなび の たねネットワ
ー

ク

協力:
一

般 社団法人浦戸夢の 愛ランド 兵庫県 立大学防災教育セ ン タ ー

後援: 宮城 県教育委員会 仙台市教育委員会 塩竃市教育委員会



津波被災地から学ぽう!

松島湾に 浮か ぶ浦戸諸島は高齢者 が 6 割以上をしめ ､

過疎化が進んで い ます ｡ 昨年の 東日本大震災で は､ 島

も大 きな被害を受けました ｡ 中でも桂島は､ 島の 半分

が壊滅 したにも関わらず犠牲者が出ません で した｡ そ

の 背景に は ､ 震 災発生 直後の 島の 方 々の 判断と行動

が ､ み ん なの 命を救 いま した｡ 津波被災地で 島の 方々

から学び ､ 自らの ｢ 気づき｣ と ｢ 学び｣ を深めます ｡
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昨年度の参加者の声

｢ 一 番印象的だ っ たのは 逃げた こと ｡ 自分で 逃げる道を

決められたか ら｡ ｣ ( 小 5 )

｢逃 げる途中 ､ 荷物を落と した けど自分の 命が大事だ

か ら取りに行かなか っ た ｡｣ ( 小 4 )

｢実際に足 を運 び見て 聞 いた ことで ､ 震災や復興 に つ

い手の気持ちと学びを深めた息子の 様子がとても嬉し

か っ たです ｡ ｣ ( 保護者)

N P O 法人まなびのたねネ ッ トワ
ー

クとは?

自分 づくり教育や志教育な どの 学校教 育支援や自然体験な どの社会教

育を通 した青少年育成と ､ 地域 での人財育成を行 っ てい る N P O です ｡

震災前か ら種 島にて 漁師さ んの 協力を い ただき牡蝶養殖を体験する プ

ロ グラム を実施 して きま した｡ 震災後は ､ 様々なボラ ンテ ィ ア活動を

通 して 島の方々 と名前 を呼び合える関係を築い てきて います ｡

【聞合せ ･ 連絡先】
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ふりがな 性 別 偉麟響の方のお名劇
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